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三陸沖日本海溝海側の熱流量分布

Heat flow distribution seaward of Japan Trench off Sanriku
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日本海溝海側の太平洋プレート上において、プレートの年齢に比べて高い熱流量が観測される場合があることは、こ
れまでにも報告されてきた。特に北緯 38度 45分の東西測線上では、1996、1997年に行った測定により、海側斜面から
周縁隆起帯にかけて複数の地点で 70mW/m2を超える高い値が得られている。この熱流量異常についてより詳しく調べ
るため、白鳳丸 KH-05-03航海（2005年 10月）において、同じ北緯 38度 45分の測線に沿って熱流量測定を行った。測
定には、通常の深海用熱流量プローブの他、ピストンコアラーのコアパイプに温度計を取り付けたものを使用した。６
地点で計 14個の熱流量値が得られ、うち３地点においてはコア試料を採取することができた。
今回の調査においても、最高 90mW/m2に達する高い値が複数の地点で測定され、高熱流量の存在が改めて確認され

た。従来の結果と合わせると、東経 144度 39分から 145度 43分に至る約 90kmの範囲において、50mW/m2前後の正常
な値を示す地点と、約 70mW/m2以上の高い値を示す地点が混在していることが明らかになった。この熱流量異常が観
測されているのは、太平洋プレートが沈み込みにともなって曲がっている場所であり、プレートの変形が異常と関連し
ているように思われる。また最近、日本海溝の海側において新しい火成活動があったことが報告されているが、これが
高熱流量の熱源となっている可能性も考えられる。これらについて検討するには、別の測線において、また変形する前
の太平洋プレート上においても測定を進めることが必要である。


